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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文はアメリカ長老教会宣教師 John Marshall Willoughby Farnham と Farnham が出版し
た『小孩月報』、『畫圖新報』をめぐって、その内容、影響、意義について多角的な視点から
まとめたもので，以下のような構成となっている。 
 序論   
第一章 John Marshall Willoughby Farnham の在華活動  
第 1 節 Farnham の生涯  
第 2 節 Farnham 夫婦と清心書院  
第 3 節  Farnham の出版物  
第二章 『小孩月報』の創刊と児童文学  
第１節 『小孩月報』の創刊  
第２節 児童文学  
第３節 イソップ寓話  
第４節 長編寓話：『天路歴程』  
第三章 『小孩月報』における近代科学  
第１節 天文地理  
第 2 節 動植物学  
第３節 生理学  
第 4 節 新しい物事  
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第四章 『小孩月報』の多面的教育  
第 1 節  『小孩月報』における識字圖と『花夜記』  
第２節 『小孩月報』における「曲譜詩」  
第３節 『小孩月報』における西洋絵画：論畫淺説  
第４節 『小孩月報』におけるクイズ  
第五章 『小孩月報』の姉妹編：『畫圖新報』  
第 1 節 『畫圖新報』の概説  
第 2 節 『畫圖新報』の内容  
第３節 『畫圖新報』の図画意識と欧米画報  
結論  
 
先ず、第一章では、Fatnham 夫妻の在華活動について「中国聖教書会」といった出版事業
や「清心書院」の教育事業等の様々な角度から詳しく論述し、その果たした意義について考
察している。 
第二章では，Franham の最も重要な成果である『小孩月報』の創刊とその内容について論
考を加えている。とりわけ、そこに収められた児童文学のうち、「イソップ物語」と「天路
歴程」に関して、その由来と版本について新しい知見を述べている、 
第三章では、『小孩月報』における西洋科学の中国での伝播の役割を考察している。そこ
では特に医学知識の伝播に大きな貢献をした『省身指掌』を取り上げて、その版本、内容等
について詳しく論述している。医学以外にも啓蒙を意図したガラス製法や消防車等々の新
生事物についても触れている。 
第四章では『小孩月報』における教育面での役割について論じている。具体的には、『花
夜記』での識字教育、賛美歌を主とした音楽教育、さらには、『論画浅説』という中国で初
めての系統的絵画教材を取り上げて、『小孩月報』の教育面での貢献を詳細に論述した。 
第五章は『小孩月報』の後に発行された『畫圖新報』を取り上げ、そのニュース性、ある
いは、欧米の画報の『The Illustrated London News』『Harper’s weekly』からの影響、コマ漫画
等について詳細に論じている。 
結論として、Farnham の『小孩月報』の出版、教育、文化等々各方面からの貢献と影響、
さらには、雑誌研究史上での位置づけについて詳しく述べている。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は先行研究を丹念に読みほどき、これまでの研究で欠けていたものを指摘した上
で、新しい資料を発掘し、Franham の『小孩月報』の果たした役割、意義、その後の影響
等について、新しい知見を提出したもので極めて優れた論文と言うことができる。 
 筆者の研究によって、Farnham の著作がほぼ確定されたが、そのような緻密な資料収集
と洞察力によってこれまでの研究には見られなかった新しい事柄が明らかになった。 
 たとえば、『小孩月報』に連載された児童文学のうちで「イソップ物語」はその代表的な
ものであるが、それが、ロバート・トームの『意拾喩言』を元にするとこれまで考えられて
いたものが、筆者の研究によって必ずしもそうではなく、底本として使われた英文イソップ
の版本の違いや、或いは、連載の意図等も本研究によって明確にされた。また、『天路歴程』
においても同様でその底本等が明らかにされている。 
 識字教育や五線譜を取り入れた賛美歌による音楽教育、また、『論画浅説』による絵画教
育なども、本論文によって初めて明らかにされたものである。 
 『畫圖新報』におけるコマ漫画の指摘なども、漫画研究史上で今後，取り上げられていく
はずである。 
 もちろん、不足の面もあるが、この後、更に、研鑽を積み重ねていくことで、中国画報史
研究の分野で大きく実を結ぶはずである。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
